
 

生活指導部より 

 

新型コロナウイルス感染症対策（デルタ株対応） 

 

チェックリストについて 

日頃より、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、様々なご協力をいただき、ありがと

うございます。 

現在、新型コロナウイルスは、感染力の強いデルタ株への置き換わりが進み、若年層におい

ても新規感染者が出ている状況です。 

このような事態を踏まえ、更なる拡大防止を図るため、東京都教育委員会より「新型コロナ  

ウイルス感染症対策（デルタ株対応）チェックリスト」が作成されました。 

以下に掲載したものを昨日配布いたしました。ぜひ、ご家庭でのコロナウイルス感染症対策

にご活用ください。 

   

ＩＣＴ部より 
SNS 教育の必要性 

最近、ニュースや報道でよく耳にするのがスマートフォンやタブ

レットによるトラブルです。使い過ぎによる健康被害だったり、

SNS上の言葉のやり取りでのトラブルだったりとこれらの ICT機

器に絡むニュースは後を絶ちません。SNS に触れる機会は年々低

年齢化し、子供同士での SNS トラブルもとても増えてきていま

す。  

 

 

学校では 2 学期より全ての学年でタブレットの持ち帰りを

開始しています。学校のタブレットは昭島市教育委員会の管

理下にあり、安全に使用できるように様々な制限をかけてい

ます。例えば閲覧できる Web ページについては「Cisco 

Umbrella」を導入しており細かいジャンルで閲覧の制限を設

けています。このため児童用のタブレットでは SNS や電子

メールのやり取りはできないようになっています。 

 

その一方で唯一コミュニケーションツールとして使えるのが Google クラスルームの各学

級に設定されている「ストリーム」というページです。このページは学級の全員を対象にオ

ープンなコミュニケーションスペースとして機能しており、学級の皆に対しての提案事項や

連絡事項、授業での意見交換、または教師と児童の連絡に活用されています。「ストリーム」

の扱いについては児童に使用させることでトラブルの温床になってしまうのではないか、と

いう懸念の声もあり校内でも活用するか否か長い時間議論しました。 

 

 

しかし、使用させないことで大人の目の届かない別の SNS を使

用し、結局はリスクが高まってしまうとも考えられました。SNS は

これからの社会を生きる人間にとって避けることのできないツー

ルです。オープンなコミュニケーションスペースである「ストリー

ム」でのやりとりを SNS 教育の良い機会と捉え、教師が児童のや

りとりを見守り、指導する中で子供たちに望ましいネットコミュニ

ケーションの方法を身に付けてほしいと考えました。「ストリーム」

上の児童のやりとりについては、常に教師が見守っています。ぜひ

ご家庭でもお子さんのタブレットでのやり取りを見守っていただ

きたくお願いします。時には一緒に画面を見ながらやり取りの文を

考えてあげてください。また、こうしたツールは日々進歩している

ので、学校だけでは対応し切れないこともあります。もし問題とな

りそうなことがありましたら、学校にも連絡をいただけるとありが

たいです。 

 

 

先日、「つつじっこのタブレット合言葉」というタブレットの使用ルールの紙を持ち帰った

かと思います。昭島市教育委員会が作成したタブレット使用ルールを元に本校での家庭と学校

でのタブレットの使い方を明記したものです。こちらも併せてお子さんと一緒に読んでいただ

き、家庭でのタブレットの使い方のルールを話し合っていただければと思います。 
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